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令和３年１１月臨時会会議録 

 

 

令和３年１１月３０日 火曜日 午前１０時００分開会 

議 長 髙 橋 富美子     副議長 奥 山 省 三 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   新  田  道  尋  議員     ４番   八  鍬  長  一  議員 

  ５番   今  田  浩  徳  議員     ６番   押  切  明  弘  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ８番   庄  司  里  香  議員 

  ９番   佐  藤  文  一  議員    １０番   山  科  正  仁  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   髙  橋  富 美 子  議員    １７番   佐  藤  卓  也  議員 

 １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

教 育 長 高 野   博  総 務 課 長 関   宏 之 

総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志  財 政 課 長 荒 澤 精 也 

成 人 福 祉 課 
高齢者福祉推進室長 大 江   周  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 武 田 信 也  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小 松 真 子 

 



- 2 - 

議 事 日 程 

令和３年１１月３０日 火曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第１ 会議録署名議員指名 

日程第２ 会期決定 

日程第３ 報告第１３号令和３年度新庄市一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認について 

日程第４ 議案第５６号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 

 

本日の会議に付した事件  

 

議事日程に同じ 
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開      会 

 

 

髙橋富美子議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  これより令和３年11月新庄市議会臨時会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

髙橋富美子議長 日程第１会議録署名議員の指名

を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において今田浩徳さん、下山准一さ

んの両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

髙橋富美子議長 日程第２会期決定を議題といた

します。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長佐藤卓也さん。 

   （佐藤卓也議会運営委員長登壇） 

佐藤卓也議会運営委員長 おはようございます。 

  議会運営委員会における協議の経過と結果に

ついて御報告いたします。 

  去る11月24日午前10時より議員協議会室にお

いて議会運営委員６名出席の下、執行部から副

市長、関係課長並びに議会事務局職員の出席を

求め、議会運営委員会を開催し、本日招集され

ました令和３年11月臨時会の運営について協議

したところであります。 

  初めに執行部から招集日を含め提出議案等に

ついての説明を受け、協議を行った結果、会期

につきましては、本日11月30日、１日と決定い

たしました。 

  このたび提出されます案件は、報告１件、議

案１件の計２件であります。案件の取扱いにつ

きましては、臨時会でありますので委員会への

付託を省略して直ちに本日の本会議において審

議をお願いいたします。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果についての報告といたします。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  今期臨時会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、11月30日、本

日１日としたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は11月30日、１日と決しました。 

 

 

日程第３報告第１３号令和３年度

新庄市一般会計補正予算（第６

号）の専決処分の承認について 

 

 

髙橋富美子議長 日程第３報告第13号令和３年度

新庄市一般会計補正予算（第６号）の専決処分

の承認についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  臨時会への御参加、誠にありがとうございま

す。 
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  コロナが一段落しつつあるかなと思いました

ら、最近のニュースではオミクロンというよう

なことで、先行きがまた不安なような材料が飛

び込んできましたけれども、何とか落ち着いた

日常生活が取り戻せたらいいなと思っていると

ころであります。 

  それでは、報告第13号令和３年度新庄市一般

会計補正予算（第６号）の専決処分の承認につ

いて御説明申し上げます。 

  新型コロナウイルス感染症対策については、

現在、国において様々な政策が検討されている

ところであり、特に、18歳以下の子供への10万

円給付につきましては、年内の支給を目指すこ

ととしております。 

  加えて、住民税非課税世帯への10万円給付な

ども検討されているところでありまして、これ

らに早急に対応するため、11月19日付で予算の

専決処分を行ったものであります。 

  補正額といたしましては、歳入歳出それぞれ

８億6,000万円を追加し、補正後の予算総額を

205億839万3,000円とするものであります。 

  なお、11月19日の段階におきましては、これ

らに係る対策費用の詳細を掌握するのがすぐに

は困難でありましたので、予備費に全額を追加

補正し、様々な状況に速やかに対策が図られる

よう予算化したものでありますので、御承認く

ださるようお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 ただいまの説明に対し、質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 国の対策がなるべく早

くできるようにするということで、市が予備費

を活用してという考えは悪くないと、いいと思

います。 

  中身のことなんですけれども、この間、渡さ

れた資料を拝見いたしまして、市民の方から御

意見が来ておりました。 

  まず、子育て世帯、子供に１人当たり10万円

配る部分についてですが、進学などをする子供

を持つ親の方からは、クーポン券で後で半分と

いうことではなくて、これは春かなんて言われ

ていますが、そうでなくて、子供の進学に使え

るように現金でなるべく早く頂いたほうがいい。

例えば制服などの用意には１月、２月あたりで

出さねばならない状況になるだろうしというこ

とで、なるべく早く使えるように現金でしてい

ただきたいという、そういう親御さんの御意見

がありましたが、そういうことに応えられない

のかということ。 

  それからまた、住民税非課税世帯に一律10万

円という中身なんですが、独り世帯で年収100

万円以上は対象外なんでしょうか。これは問題

ではないかなというふうに思うんです。 

  例えば100万円の収入の方は月８万3,000円ぐ

らいしか収入がないんです。これで暮らすのも

大変な状況でおられる生活困窮世帯だろうとい

うふうに考えられます。そういう方に対して、

支給が届かないということはひどいことでない

かなと思うんですが、そこを緩和してできない

のか、その点などどうでしょうか。 

  もう一つは、同じくホームレスやネットカフ

ェ難民などの住民、住所を失ってしまっている

方々がもらえなくなる可能性がないのか、どう

ですか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

髙橋富美子議長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 おはよ

うございます。 

  では初めに、子育て世帯への臨時特別給付事

業についてお話しさせていただきます。 

  御質問では、クーポン券についてできるだけ

早く現金で支給できないかといった御質問でし

た。 



- 5 - 

  まず、この事業については、５万円の現金給

付、それから来春の５万円のクーポン券という

二本立てということが、今、国のほうの政策と

して予定されているところです。 

  現金給付につきましては、児童手当対象世帯

ということで、年内中の給付を予定していると

ころです。当市においても、12月初旬にシステ

ム改修を行った後、その世帯に対してこちらの

ほうから積極的に通知を行いまして、申請書な

しで給付を行うという予定をしているところで

す。12月のクリスマス頃に給付できればと思っ

ているところです。 

  クーポン券につきましては、こちらのほうは

まだ国のほうから要綱も来ておらず、また、報

道等を見ますと、事務費に係る経費が多く、か

なり反対されているような議論もあるようなと

ころもありますので、国の動向を見ながら対応

していきたいと思います。以上です。 

大江 周成人福祉課高齢者福祉推進室長 議長、

大江 周。 

髙橋富美子議長 成人福祉課高齢者福祉推進室長

大江 周さん。 

大江 周成人福祉課高齢者福祉推進室長 では、

私のほうから生活困窮者の世帯の支給金につい

て説明させていただきます。 

  今、私のところにある情報だけでは、新聞報

道だけですので、詳細はまだ決まっておりませ

ん。いわゆる非課税世帯というふうな形が対象

者になるというふうな形でしかまだ来ておりま

せんので、国のほうの詳細な通知が来次第、対

応したいというふうに考えております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 子育ての親御さんの方

の声として、クーポン券、春では使いづらいと。

今、やはり進学の準備に使えるようにするため

には早く、１月、２月頃には支払い請求という

ものが来るということなので、そういうものに

応えられるようにしてほしいという声があると

いうことを届けていただけないでしょうかとい

うことをお願いします。 

  また、先ほど、生活困窮世帯の話をしました。

生活保護世帯は支給になると自民党本部からお

聞きいたしました。それはいいんですが、給与

収入が100万円ちょっとという方は住民税課税

になるのか、100万円を超えると。その点、ど

う把握しておられるか。その現状を考えたとき

に、やはり、住民税非課税だけではなく、もう

少し引き上げて、コロナで困っている収入状況

の方には支給できるように、あるいは住所がな

くても支給できるようにするよう声を上げてい

く必要があると思うんですが、どうですか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

髙橋富美子議長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 クーポ

ン券の配布につきましては、国の動向というこ

ともありますけれども、できるだけ早く対応し

てまいりたいと思います。以上です。 

大江 周成人福祉課高齢者福祉推進室長 議長、

大江 周。 

髙橋富美子議長 成人福祉課高齢者福祉推進室長

大江 周さん。 

大江 周成人福祉課高齢者福祉推進室長 対象者

ということですけれども、国のほうでもまだ詳

細の要綱等が示されておりませんので、そちら

のほうを確認しながら進めていきたいというふ

うに考えております。 

髙橋富美子議長 ほかに質疑ありませんか。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 26日に国のほうの予算

が閣議決定されていますが、先ほど市長もおっ

しゃいましたが、詳細がどういう形にまたなっ

ていくか、まだ明確ではないということではあ
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るんですが、今回、基金のほうから８億6,000

万円という巨額な金額を予備費に入れてこの事

業を進めていくお金のほうを準備しているわけ

ですけれども、国からの補塡、どのような細目

で財政補塡されていくのか、どのように政府の

ほうから情報が来ているのか伺います。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 先ほど子育て推進課長のほう

からもお話があったとおりなんですけれども、

実際に５万円の口については、年内支給を掲げ

ておりまして、これについては国の予備費とい

うことで対応したいという話を聞いております。 

  ただ、そのお金の部分のうちのほうの歳入が

いつになるかという部分については、まだはっ

きりと示されておりませんが、予備費で即時年

内支給を目指すと。その残りの部分については、

その後、12月の国の補正において可決次第、当

然その要綱も制度設計もなされてくると思いま

すけれども、まず12月の補正可決後に各自治体

のほうに支払われるということで、そこまでの

情報しかありませんので、何ともお答え申し上

げられません。以上です。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 先ほど佐藤議員からも

あったように、11月19日の新聞やニュースの報

道で、この国の事業がよいと受け取る方、また

はその内容が少しずつ細かく分かるようになる

につれて、本当に実際この条件からこぼれた苦

しい人、どうしたらいいんだろうと。そして、

住民税の非課税世帯じゃなくて困っている人、

これはどうしたらいいんだろうという声が市内

からも実際にあります。 

  これに対して、新庄市としては国から示され

た内容だけではなくて、つぶさに市内の状況を

把握してかさ上げをする、プラスをしていく、

そういった検討をなさらなかったのか。政府が

決めたから、もう専決で承認をしていくとなっ

た場合、実際にこぼれていく人たちの対策をど

うしたらいいのか。それは議会のこの場でなく

ては、内容のある議論というのはできなかった

のではないかと思います。専決をこうやって急

いだ理由をもう一度しっかりと伺いたいと思い

ます。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 このたびの専決の部分につい

ては、先ほど来お話ししているとおり、年内支

給を５万円の部分についてはもう既にやるとい

う方針が閣議決定の中で示されているというよ

うなこともありまして、それに対応すべく予備

費で、これに付随する今分かっている部分のト

ータルの10万円、子育て関連の10万円と、あと

は住民税非課税世帯への10万円の部分がはっき

りと分かっている部分、今後、対策としてされ

るというような部分がありましたので、実際に

その部分で制度設計が固まり次第、即時対応で

きるように予備費という形で持ったと。その中

で、それぞれ制度設計がこれから出た部分につ

いては即時対応できるようにということで、今

回、財政調整基金のほうから繰入れさせていた

だいて対応させていただいたということになっ

てございます。 

  また、その他の先ほどお話のあったこぼれる

方への支援策の部分については、当然、コロナ

の対策の部分で経済支援ということで、12月補

正の中でも盛り込まれる部分もありますけれど

も、まだまだ足らない部分については、市の内

部の中でもそれぞれ検討されていくということ

になってございます。以上です。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 12月の補正の中でも、

こぼれていく方々の対応を手厚く、内容をしっ

かり精査して、市内の状況を精査して、予算の
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ほうでしっかりと出していただきたいなと思っ

ておりますが、今回の政府の政策でありますけ

れども、コロナ禍で本当に生活が大変な状況と

なっている、本当に大変になっている状況の方

が多く市内にもいらっしゃるんですね。それが

大事です、支援策。お子さんのこの支援策、あ

とは住民の非課税世帯に対しての支援策。でも、

これに限定して行われていくことで、住民の中

で分断が起こっていく。考えの中からの分断、

そういったことを行政としてどういうふうに話

し合われて、どういうふうに進めていこうとし

たのか、それを伺いたいと思います。お聞かせ

ください。 

小松 孝副市長 議長、小松 孝。 

髙橋富美子議長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 コロナ対策については、これま

でも様々な業種、そして支援という形で取り組

んで、議会の皆様にも御報告してきたところで

あります。 

  そして、今回の専決処分ということについて

は、年内の支給ということが示されている中で、

まだ制度設計が分からないというような状況で

もありまして、確実に年内支給を進めるために

は、専決処分をして決定して、事務としてすぐ

に対応したいということでありました。 

  そういうことで、内部でもこれまで支援して

きたということと、12月議会においても対策関

係の補正を上程しているということですので、

御理解いただければと思います。 

髙橋富美子議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  報告第13号令和３年度新庄市一般会計補正予

算（第６号）の専決処分の承認については、こ

れを承認することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第13号についてはこれを承認することに決

しました。 

 

 

日程第４議案第５６号新庄市一般

職の職員の給与に関する条例等の

一部を改正する条例について 

 

 

髙橋富美子議長 日程第４議案第56号新庄市一般

職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第56号新庄市一般

職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例について御説明申し上げます。 

  本案は、去る10月７日に行われた山形県人事

委員会勧告に鑑み、本市においても県及び県内

他市の状況を勘案し、職員の給与について必要

な改正を行うものであります。 

  改正の内容といたしましては、令和３年12月

に支給する一般職の職員の期末手当の支給月数

を0.1月引き下げるとともに、この改正に合わ

せて、特別職である市長、副市長、教育長及び

議員の期末手当につきましても0.05月引き下げ

るものであります。 

  また、令和４年度以降につきましては、６月
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期と12月期に支給する手当の支給月数を平準化

するため、改正を行うものであります。 

  施行日につきましては、12月の手当支給に反

映させる必要があることから公布の日とし、第

２条及び第４条の規定については、令和４年４

月１日とするものであります。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第56号につい

ては、会議規則第37条第３項の規定により委員

会への付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第56号は委員会への付託を省略することに

決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 期末手当も含めた一時

金についての考え方として、生活費の補塡ある

いは賃金の後払いという性格を持っているので

はないでしょうか。 

  コロナ危機で、このたび、大変、職員の皆さ

ん、奮闘していただきました。そういう職員の

皆さんの思いに応える一時金増額や格差解消を

すべきではないかと思いますが、それについて

どうお考えなのか。 

  それから、一般職、正職員の１人当たりの減

額はそのようになっているでしょうか。同じく、

再任用職員、また会計年度任用職員、そして特

別職についての減額の金額についてそれぞれお

願いします。 

  それで、特別職の期末手当を見たときに、基

礎額が月額掛ける1.4という加算で期末手当を

決めているようなんですが、一般職にはこうい

ったことはないのですが、その理由、特別職に

ついている理由をお願いしたいと思います。 

  また、職員の一時金に勤勉手当があるとお聞

きしました。それが正採用、再任用職員、会計

年度任用職員それぞれにあるのか、どうなって

いるのか、お願いしたいと思います。 

関 宏之総務課長 議長、関 宏之。 

髙橋富美子議長 総務課長関 宏之さん。 

関 宏之総務課長 まず１点目は、職員が頑張っ

ている、生活費に影響する、これをどう考えて

いるのかというふうな御質問でございます。 

  地方公務員法におきましては、職員の給与と

いうのは生活費及び他の地方公共団体の職員並

びに民間事業の従事者の給与、その他の事情を

考慮して定められていなければいけないとなっ

ております。議員がおっしゃったのは、まさに

その生活費という部分で、大変重要な部分と認

識はしております。 

  ただ、給与形態の原則として、基本的に情勢

適応の原則、社会情勢や経済情勢に合わせた給

与でなければいけないということ。また、均衡

の原則というものもございます。これは、民間

だけでなく、国や県、他の地方公共団体との均

衡も必要であるという原則もございます。これ

らを総合的に勘案して、今回、提案しているも

のでございますので、御理解くださるようお願

い申し上げます。 

  また、１人当たりの影響額ということでござ

います。 

  まずは、一般職の影響額でございますが、約

３万4,300円。そして、再任用については、フ

ルタイムとパートタイムがございますが、フル

タイムについては約１万2,300円、パートタイ

ムについては約8,700円。 

  それから、特別職の影響額ということですけ

れども、市長につきましては６万4,400円、副

市長につきましては４万9,000円、教育長につ

きましては４万1,300円、議員の皆様におかれ

ましては２万5,900円という状況でございます。 



- 9 - 

  ３点目の特別職の加算、なぜ加算があるのか

という御質問でございますが、御承知のとおり、

特別職には勤勉手当というものがございません。

そのために加算額というものがあるというふう

な仕組みになっております。 

  また、勤勉手当でございますけれども、一般

職はもちろんございますが、再任用職員にも勤

勉手当はございますが、会計年度任用職員には

勤勉手当というものはございません。以上でご

ざいます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 生活費ということの影

響は重要だというふうに考えているというお考

えは全くそのとおりだと思っております。 

  一般職と再任用職員では、再任用職員の給料

はかなり抑えられている、一般職に比べてかな

り基本額が抑えられているわけです。そこにさ

らに期末手当の割合が低い。それをさらに下げ

るというのは、ひどいことじゃないかなという

ふうに思われるんです。生活費の影響というこ

とも考えて、これはやめるべきではないかなと

思います。 

  ただいまの会計年度任用職員については、こ

こにも載っていないように、今回の減額には当

たっていないということで、会計年度任用職員

の手当の減額はない、考えていないということ

が改めて分かりました。 

  会計年度任用職員の勤勉手当がないというふ

うにお答えいただきました。会計年度任用職員

は、正職員が足りない、足りなくさせられてい

ると私は見ていますが、そういう中で多くの責

任を持たせられ、そして、正採用でないという

ための仕事の不安定さというか、そういうつら

い立場に置かれていると私は思います。しかし、

仕事は同じように求められているし、勤務の成

績などもチェックされていると聞いております

し、そういうことをお聞きしますと、会計年度

任用職員は勤勉手当がない、期末手当の中の勤

勉手当がないというのは不当なことではないか

なと思うんですが、その点どうでしょうか。 

関 宏之総務課長 議長、関 宏之。 

髙橋富美子議長 総務課長関 宏之さん。 

関 宏之総務課長 会計年度任用職員に勤勉手当

がないという状況でございますけれども、こち

らのほうは、仕組みをつくる際に、県に倣って

つくったものですので、特に不当とは考えてお

りません。 

  なおかつ、もともと会計年度任用職員の手当

というのは、基本的に嘱託職員の際はあったわ

けですけれども、臨時職員の場合はなかったと

いうふうな状況もございます。それが、会計年

度任用職員の制度をつくるときに、それではや

はり不公平だろうということで、会計年度任用

職員についても期末手当を支給するというふう

な考え方で来ております。 

  また、会計年度任用職員についても、新庄市

の場合は他の自治体と比べて若干低い状況にあ

るということを認識しておりますので、令和３

年度、そして４年度で引き上げまして、他の自

治体と同様の、同じくらいの手当を支給すると

いうふうな形で今現在考えているところでござ

いますので、御理解いただきたいと思います。 

小松 孝副市長 議長、小松 孝。 

髙橋富美子議長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 会計年度任用職員の制度という

ことになりますけれども、この職員については、

地方公務員法に規定される法に基づいた任用と

いうような職員になっております。 

  そして、手当についても、法律等でそもそも

支払いできる手当が決まっているという状況で、

勤勉手当は支給する形にはなっていないと。期

末手当については、支給するというような制度

設計になっていますので、それに基づいての支

給ということになっております。 

  そして、会計年度任用職員の月給も含めての
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収入状況でありますけれども、他市と比べて、

初任給格付が新庄市の場合ですと相当高いとい

うのが実態でもありますので、御理解いただけ

ればと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 再任用か会計年度任用

かとか、頭の中でちょっとよく整理されなくて

聞き逃してしまっているかもしれません。 

  再任用職員について、もう１回言いますが、

もとから給料が抑えられて、かなり低くされて

おり、さらに期末手当の支給割合も低くされて

いるものを、さらにこのたび引下げの中に入れ

てしまうというのは問題でないかなと思うんで

す。 

  そして、市職員全体で一般職、平均でも３万

4,300円というお金が減らされるということは、

生活がやはりそこで切り詰められ、地域で使う

お金、消費も減る、これが見えるわけで、これ

は地域に与える影響がかなり大きいだろうと思

います。 

  例えばどんな形でといえば、飲み会とかよく

やられていたものがなくなったり、食堂で食べ

るかあるいは外食するかというのをやめておに

ぎりにするとか、あるいはカップラーメンを買

ったりして、やはり、この金額を生活費が削ら

れるということが、職員の生活だけでなく、地

域に与える影響もかなり大きいだろうというふ

うに考えます。そういうこともあります。 

  それから、先ほど会計年度任用職員について

県と同じに手当をしたんだというお話がありま

した。令和３、４年には引上げ、他自治体と同

じようにしたいというふうに考えている点はい

いというふうに思いますが、国の非常勤職員を

見ますと、ほとんどが勤勉手当が支給されてい

ると聞いております。だとすると、市において

も、非常勤職員である会計年度任用職員に勤勉

手当相当額を支給するのはまともというか、支

給すべきでないかなと考えるんです。そういう

意味で検討をお願いしたいなと思いますが、ど

うですか。 

関 宏之総務課長 議長、関 宏之。 

髙橋富美子議長 総務課長関 宏之さん。 

関 宏之総務課長 まず、地域に与える影響が大

きいということではございますけれども、今回

の引下げについては県の人事委員会勧告に基づ

く引下げであるということを御理解いただきた

いと思います。 

  また、会計年度任用職員への勤勉手当の支給

ということでありますけれども、現時点では考

えておりません。 

髙橋富美子議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第56号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第56号新庄市一般職の職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例については、原

案のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議がありますので、電子表

決システムにより採決を行います。 

  議案第56号については、原案のとおり決する

ことに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は

反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 
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髙橋富美子議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成15票、反対１票、賛成多

数であります。よって、議案第56号は原案のと

おり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

髙橋富美子議長 以上で今期臨時会の日程は全て

終了いたしましたので、閉会いたします。 

  本日はどうも御苦労さまでした。 

 

     午前１０時４０分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  髙 橋 富美子 

 

   会議録署名議員  今 田 浩 徳 

 

    〃    〃   下 山 准 一 

 


